
浅田 照朗（あさだ てるあき）	 【 マツダ株式会社 】
佐々木 將展（ささき かつのぶ）	 【 マツダ株式会社 】
江﨑 達哉（えざき たつや）	 【 マツダ株式会社 】

重永 勉（しげなが つとむ）	 【 マツダ株式会社 】
髙見　明秀（たかみ あきひで）	 【 マツダ株式会社 】

技術開発賞 防錆開発プロセスを変革する防錆機能迅速評価技術

本技術は、塗装部の防錆機能を電気化学的な手法で迅速に定量評価することによって、防錆開発プロセスを変革する技術
である。本技術の活用により、①市場での使用条件・環境を踏まえた要求性能を数値化、②高機能技術開発の効率化、③
防錆性能をリアルタイムに定量管理して品質異常を予知、④得られたビッグデータから最適材料・工程の机上検討による
試作レスの道が開け、防錆モデルベース開発による商品開発プロセスの革新を実現できる。また、開発した装置は可搬型

（バッテリー、Wi-Fi搭載）で、工場や屋外で製品の防錆性能を誰もが迅速に評価できる。以上のことから、本技術は自動
車の防錆技術の更なる発展に留まらず、自動車以外にも運輸、家電、プラント、土木、住宅等の全産業界で防錆による品
質の発展に貢献する技
術として高く評価され
る。

受賞理由

浅田 照朗 佐々木 將展 江﨑 達哉 重永 勉 髙見　明秀

加納 忠彦（かのう ただひこ）	 【 株式会社本田技術研究所 】
四竈 真人（しかま まひと）	 【 株式会社本田技術研究所 】
弘間 拓二（ひろま たくじ）	 【 株式会社本田技術研究所 】

堀場 歩（ほりば あゆむ）	 【 株式会社本田技術研究所 】
吉田 友馬（よしだ ゆうま）	 【 株式会社本田技術研究所 】

技術開発賞 世界初のレベル３自動運転システムの開発

自動運転は交通事故や渋滞、過疎化や高齢化に伴う移動困難者の増加といった社会的な問題に対する有効な解決策として
実用化が期待されており、官民一体となって早期実現に向け取り組んできた。ホンダが世界で初めて実用化したレベル3自
動運転システムでは、運転操作の主体はシステムであり、不安全事象に対する対応もシステムが完遂する。システムに何
らかの故障が発生した場合でも安全に停車できるように、ステアリング機能、ブレーキ機能、電源系統も冗長化したシス
テム設計と技術構築を行っている。本システムは高速道路上での渋滞発生時に動作するため、ドライバの運転操作の負担
を大幅に低減するとともに、事故の約半数を占めるこの速度域において、ヒューマンエラーが原因で発生する事故を削減
できる技術であること
から、高く評価される。

受賞理由

加納 忠彦 四竈 真人 弘間 拓二 堀場 歩 吉田 友馬
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佐藤 広樹（さとう ひろき）	 【 大豊工業株式会社 】
須賀 茂幸（すが しげゆき）	 【 大豊工業株式会社 】
杉谷 浩規（すぎたに ひろのり）	 【 大豊工業株式会社 】

児玉 勇人（こだま はやと）	 【 大豊工業株式会社 】
棚橋 大（たなはし だい）	 【 大豊工業株式会社 】

技術開発賞 高筒内圧エンジン用 Bi 合金オーバレイ軸受の開発

近年、ディーゼルエンジンにおける排気・燃費規制強化の対応として、高筒内圧化等の取り組みが行われている。これに
伴い、エンジン用すべり軸受はより過酷な条件で使用される傾向にある。今回、耐焼付き性を低下させることなく、耐疲
労性を更に向上させた新たなすべり軸受を開発した。
開発品は、すべり軸受のオーバレイとして世界で初めてBi-Sb合金を用いており、従来の純Biオーバレイで課題となってい
た耐疲労性と耐酸化性を、Sbとの合金化により飛躍的に向上させている。さらにSb添加量の最適化により異物ロバスト性
にも寄与している。これらの技術をディーゼルエンジンの軸受に用いることで、信頼性と低燃費を両立し、新排気・燃費
規制に対応できること
が高く評価される。

受賞理由

佐藤 広樹 須賀 茂幸 杉谷 浩規 児玉 勇人 棚橋 大

北川 裕一（きたがわ ゆういち）	 【トヨタ自動車株式会社 】
松田 貴男（まつだ たかお）	 【トヨタ自動車株式会社 】
岩本 正実（いわもと まさみ）	 【 株式会社豊田中央研究所 】

中平 祐子（なかひら ゆうこ）	 【 株式会社豊田中央研究所 】

技術開発賞 バーチャル人体モデル

⾃動⾞の衝突試験ではダミー⼈形を⽤いて乗員⾝体への負荷を計測する。ダミー⼈形は再現性や耐久性を重視した堅牢な
構造を有する。⼀⽅、⼈体は脆弱であり、衝突事故では乗員や歩行者が⾻や脳・内臓を損傷する場合がある。本技術は、
⼈体の形状や構造および脆弱性をコンピュータ上で精密に表現することで、衝突事故における人体傷害を解析可能にした。
年齢や体格および性別などの因子と傷害との関係を調査することも可能である。さらに、筋肉の作⽤を模擬する機能を追
加することで、衝突直前の減速や操舵に伴う乗員の姿勢変化を模擬できるようにした。本技術は、衝突事故における⼈体
傷害への理解を深めるとともに、幅広く安全技術の研究開発に役立つものであり、高く評価される。

受賞理由

北川 裕一 松田 貴男 岩本 正実 中平 祐子
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